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気になる

この用語
消費生活相談の周辺用語を取り上げ、やさしく解説します。

スマートフォンなどで用いる、最新のモバイ
ルの通信方式である「5G」。この5Gの本命とさ
れる「5G SA(スタンドアローン)」方式が、8月
から一般の個人利用者に向けたサービスとして
提供が開始されました。実は、現在世の中で提
供されている5Gの多くは、5G の本領を発揮で
きない「制約された5G」が使われているのです。
これは「5G NSA(ノンスタンドアローン)」方式
といい、まだ進化途中の5G方式なのです。

一方、制約がなく5Gの機能をフルに生かせる
のが「5G SA」であり、「真の5G」とか「本命の5G」
などとも呼ばれます。制限されていた 5G の機
能をフルに生かすことができるので、「限定解
除」された5Gともいえます。この5G SA方式は
2021年から、法人向けサービスとして限定的に
提供されていました。これが2022年の8月に、
一般の個人利用者向けにもサービスが開始され
ました。

5G通信には「大容量通信」「超低遅延伝送」「同
時多接続」という3つの特長があります。
「大容量通信」とは、大きいサイズのデジタル

データを高速に通信させる技術です。これによ
り、4K8Kなどの超高精細な美しい中継動画な
どがモバイル端末上で視聴できるようになりま
す。「超低遅延伝送」は、送ったデータを遅延なく

「限定解除」された5G

真の5Gでできること

素早くリアルタイムに通信する技術です。自動
車やドローンの遠隔(リモート)運転のように、
少しの遅れが致命的となるサービスに活用でき
ます。そして「同時多接続」は、満員のスポーツ
スタジアムなど、限られた空間に多数のスマー
トフォンが存在している環境でも、問題なく接
続できるようにする技術です。

実は、現在の5G NSA方式だと「大容量通信」
しか本領発揮することができません。「超低遅
延伝送」と「同時多接続」は、この方式では提供
できないのです。

なぜ、5G NSA 方式は制約されているので
しょうか? 

ノンスタンドアローン方式とは、独立(スタン
ドアローン)ではない(ノン)方式という意味で
す。一般的にITシステムを構築する場合は、独
立型のほうが機能が少なく単純であり、ノンス
タンドアローンのほうは多機能で複雑となるの
が一般的です(連携したシステム動作を行うた
め )。にもかかわらず、5G の場合はスタンドア
ローンのほうが多機能であるというのは、語

ご
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的に違和感を覚えます。
この違和感を解消するためには、5G システ

ムが「無線アクセスネットワーク」と「コアネッ
トワーク」の 2 つのネットワークから構成され
ていることを知るとよいでしょう。無線アクセ
スネットワークは、基地局から「電波」を発して
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「真の5G」と呼ばれる5G通信は、2022年の8月
から一般の個人利用者への提供が開始されました。
その名も「5G SA」。この通信方式に対応したスマー
トフォンも発売され購入可能となりましたが、利用
者が実際にメリットを受けられるシーンは、まだま
だ限定的です。
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スマートフォンへ情報を届ける役割を担います。
特に5Gの電波で用いる無線アクセスネットワー
クを「5G NR(New Radio)」と呼びます。一方、
コアネットワークは、電話やデータ通信などの
機能を担う技術や設備のことを指します。特に
5G専用の動作を行うコアネットワークを「5GC 
(5Gコア)」と呼びます。この5GCこそ、「大容
量通信」「超低遅延伝送」「同時多接続」を実現する
機能を持っているコアネットワークなのです。

そのため、「5G SA」方式は「5G コアと 5G 電
波」の組み合わせ、つまり「5GC と 5G NR」の
5G専用ネットワークの組み合わせで構成され、
5G通信の3つの特長が提供可能です。

5Gサービスの全国展開を5G SAだけで行う
には多くの課題があります。

5G 基地局の設置が行き届かない多くの場所
では、圏外となり通信ができなくなります。そ
の不便解消のため、5G 対応スマートフォンで
5G 電波が入らないところでは LTE の助けを借
りて、LTE電波を用いて通信を行います。

コアネットワークも同じです。コアネット
ワークが5GC化されていない場合は、LTE用の
コアネットワーク(EPC)の助けを借ります。基
地局が5G電波に対応していれば、スマートフォ
ン画面上部に表示されるピクトマークこそ「5G」
表示となりますが、コアネットワークは LTE
の場合があるのです。

この「LTE コアと 5G 電波」の組み合わせが
「5G NSA方式」です。この場合は5GCが使われ
ていないために、5Gの3つの特長のうち「大容
量通信」だけが利用できます。他の特長は制約
されて利用することはできません。

5G SA の一般向けサービスをNTTドコモが
2022年8月に開始したものの、利用できる利
用者と、利用した際に享受できる恩恵は、相当

LTEの助けを借りる

サービスは開始したが

限定的になりそうです。
まず5G SA対応スマートフォンは、AQUOS 

R7 SH-52C、Galaxy S22 SC-51C、Galaxy 
S22 Ultra SC-52C、Xperia 1 IV SO-51Cの4
機種のみです（2022年9月30日時点）。これら
以外の5G対応スマートフォン(iPhoneも含む)
では、5G SA のコアネットワークへの接続は
できません。

次に5G SAを用いたエリアがわずかである点
です。例えば全国で5G SAが利用できる地点が
48カ所(2022年10月31日時点)しかなく、こ
と東京都だと東京駅の丸の内駅前広場の1カ所
のみです。

そして、5G SAはオプションプランとなって
いる点です。当面の間は無料キャンペーンと
なっていますが、本来は有償であるオプション
に利用者自身が申し込まない限りは、5G SAの
利用ができない状況です。無料とはいえ、利用
の意思を、ひと手間かけて明示してもらう必要
があり、利用者は限定的となりそうです。

さらに、「超低遅延伝送」「同時多接続」の機能を
活用するアプリや、サービス開発環境が提供さ
れていない点です。実は5G SAを利用できたと
しても「超低遅延伝送」「同時多接続」をアプリか
ら活用するには、「ネットワークスライシング」
といわれる技術が必要となります。残念ながら、
まだこの機能は広く一般の開発者に向けて公開
されていません。そのため「超低遅延伝送」と「同
時多接続」を活用した、スマートフォンから利用
できるサービスやアプリがほとんどありません。

最後に「大容量通信」を行いたいだけならば、
スペック上は 5G SA よりも 5G NSA のほうが
若干高速となります。そのため、総じて 5G 
SAを積極的に導入する状況にはありません。

「真の5G」と呼ばれている5G SAですが、利
用可能にこそなれ、「真の 5G」の機能を利用す
る環境まで至っていない状況です。今後の移動
体通信事業者の環境整備に期待します。


